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ソ連極東

の地学関係研

究機関

野沢保(地質部)･青木

斌(東海大学海洋学部)

まえがき

本誌の学会掲示板に案内がのっているように(Nα288)

第14回太平洋学術会議が来年8月ハバロフスクで開催さ

れる(第123図).そのサｰキュラｰは3月末に日

本へついた.よく読むと参加申込みの〆切は3月1目

とあった.

'ソ連は私たち日本の地学関係者にとって魅力のある国

である.それ放のに私たちにはいくら国柄がちがうか

らといってもな晋こんなことになるのかわからないと

いうことが実に多い.来夏ハバロフスクヘでかける日

本の地学関係者も少なくないであろう.ソ連事情はモ

スクワをはなれるとさらにわかりにくい.
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筆者たちは1976年秋サハリンで開かれた目ソシン

ポジウムに参加した.その時心カミけて日本に近い極

東の地学関係機関についてきいてまわった.その不充

分な情報をつないでこれらの機関を紹介してみたい･

私たちはこの時ソ連極東の一端を短時目がいまみた

にすぎない.見当ちがいもあるかもしれない.おゆ

るしねがいたい.

筆者たちのわずかな交流を通じてもソ連極東の地学
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第3図
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第1図ソ連極東概略図

第2図ハバロフスク駅1976

ノ･バロフスク市人口50万シベリア鉄道の駅も富山位.日本でソ連で

は駅や鉄道は撮影禁止だと注意されていた.さかんに写真をとっている

ソ連人がいた､“いいのか"ときいたら“知らない"という返事だった､

それでおそるおそる一枚.�
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1.FarEastGeo1ogica1Instituteホ*(Director:V二G.Moiseenko)
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3.InstituteofBio王｡gyandPedology
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6.InstituteofHistory&ArcheoIogyofthePeop1eoftheFaI･East
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8.DepartmentofEcono㎜y

9.DepartmentofMarineS鮒暫ey

10.InstituteofAuto㎜atics事習三曲aComputerCenter
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2.KhabarovskComp1exScientificResea土｡hInstitute
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Sakha1{n,Yuzhno-S乱khalinsk

SakhaIinComp1exScient描簑R鵬earchInstitute(Director:K.F,Sergeev)

�浴捨慴歡�整��癲��

Instituteofvo1cano1ogy(D五雌竈tor:S.A,Fedotov)

�条��

NortheastCo㎜piexScien室童ficR柵earchIns元三まute(Dirεctor:N.A.ShiIo(?))

研究者たちの日本との交流への熱意は肌に感じられるも

のがあった.言葉の障壁は大きい.英語がよく通じ

ないのでなおさらである.それでもこれらの機関の

研究者たちの率直な友情は忘れがたいものがあった.

この紹介が来夏ソ連を訪れる地学関係者のソ連理解の

一助にでもなれば幸である.

極東の機関

ソ連の全地学者人口は20万という.極東に何万であ

ろうか.サハリンでその組織を知りたいが公表され

た資料は狂いかときいたら{㌔如ら;ない"という.

それでも人よそのところをきいて別表ダ)よう匁組織

図ができた(上掲夢)表)､帰国後来目したl/連地学関係

者に打･たらこんなものだ乃うという､

全ソ連の地学研究の印心は勿論モスダフの科学アカ

デミｰである.科学アカデミｰは極東に4つの大きな

BranchとCenteエをおいている.その一つがFar

FarE旺stGeo1ogica1Institute
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ソ連極東地域研究機関機構概略

EastScienceCenterで日本の地学関係者が接触し

そうな極東の機関はほとんどこのなかにふくまれる.

Fa工EastScienceCenterは極東最大の都市V]adivOstOk

におかれ自然･人文両科学のいくつかの専門分野をも

った総合施設がある.その他にKhal〕arovsk,S砥ha一

ユinおよびMagadanに総合科学研究所をもちKa血･

chatkaには火山専門の研究所をつくっている.

Sakha1inの総合科学研究所は海洋に力をそそいでいる

ので日本ともなじみが深い(第78図).ここの海洋調

査船ベガスは東京へも度々寄港している.この研究所

は総員約800名I内科学者約250名年間総予算約500

万ルｰブルという.

V]adivostokのFarEastGeo1ogica1Instituteは規

模はSakhahnと同じ｡位であるがここには岩石学者が

多い.ここでは古生物学はGeO10gyに入らないで

Bio1ogyに八っているそうである(第910図).

Instituteo壬Volcanoユ｡gyはPetropaw0Yskにある世�
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策4図

Pro{.N.A.SHIL0ホルムスクのレストランで1976

アガデミシアン最近マガダンNortheastComplexScien一

概｡Resea正｡11Institute所長からPro{.Kムpnsムの後をお

そってF虹EastScien㏄Centerの所長になつた.鉱床

地質学度女来目し知人も多い.

写真のレストランの銀食器は豪華だった.SHILoカミ7オｰク

を記念にもってかえるといって胸のポケットにさした.同席

した私達カsおどろいてウェイトレスにことわるようすすめた.

よびとめられたウェイトレスは困った顔をしてすっこんだ.

かわりに目のさめるように美しい少し年がさの婦人秘あらわれ

てS亘皿｡の名刺をみてにこやかにフォｰクをプレゼントし

た.S亙ILoは婦人の手に口づけをした.“アガデミシアン"

はこの国でどんなに広く国民の敬愛をうけていることか

F.SERG個瓦v

ユ976

最近Prof.S0L0丁1Ev

と交代してS出ha1in

���數����楣

I亙Stituteの所長に怠っ

た.火山構造学

第8図

Prof.V.G,MoI畠朋NKoとDτ.GNIBID酬Ko夫

妻1976中央カ書Prof.MoIsE酬且0ウラジオストッ

クのFarEastGeo1ogica1Institute所長.鉱

床地質学来日し地質調査所を訪れたことがあり同

本の地質調査所と文献や岩石･鉱物試料の交換をすす

めている.

右端Dr.H.S.GNエBID酬K0,Sakha1inComp1ex

Res.Inst.,構造地質学日本に抵じみが深い.

この年彼は渡米しソ連モダンボｰイズのあこがれ

ジｰンズを買ってかえった､目ソシンポジウムでは

ヨｰロッバ風の荘重な服装のソ連人の中にまじって

ひとりジｰンズで得意そうだった.英語がうまい.

左端GNIBID酬K0夫人丁ムNYABYKo船ソ連で

は結婚しても名前をかえなくてもよい･日本人には

めんどうな話.構造地質学GN胴IDENKoの助手

昨年ベガス号で東京を訪れた.

靖5図Prof.Yu.A.KosYGINツナイカ湖畔で1976

左端Prof.Ko畠YGmその手前Prof.S醐G醐Y右端青木

斌教授.Prof.KosY0INはアガデミシアン地球物理学

ノ･バロ7ズクのInstituteofTectonicsandGeophysics

の所長.

第7図Sakha1inComp1exScien舶｡ResearchIns肚ute

旧日本政府の農林省林業試験揚の建物を内部も外装もほとん

ど改造されないままで使用している.�
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策9図

脈､K.G蛆YNAとPro{.A.M.SMI瓦N0v1976

策湘旧ソシンポジウム(1976)はソ連共産党サノ･リン州委員会政治

教禽館ぐ'鯛かれた.建物の一方の外壁はレｰニンの肖像だった.そ

の鮒で左側Dr.GALYNAハバロフスクInstitut僅む壬Tectonics

鋤a偽｡physics.sh舶tmappinggeologistだという.右側は

扮叔咀SMIRN0vウラジオストックFarEastGeo1ogicaI工nstitute

構造地質学最近環太平洋地域のPreca皿bri帥加apを編輯した.

第10図ウラジオストックF趾EastGeo1og三｡昼1工nstituteの人達1976

左からDr.I.A.TA趾RIN岩石学Pτof.MoI富醐NK0Mrs.L.K0YBAs英語通訳Pmf.SMI酬｡v,

Dτ.M.A.MIs亘KH変成岩Dr.SAK酬｡火山学ウラジオストックには磐石学者が多い.

批判は日本でよくきく.ソ連人は“体制"をのぞくとア

メリカ人に共通点が多いとあるアメリカ人が教えてくれ

た.S企h4㎞Inst･の図書室に全研究者の過去3年間

の公刊された業績表がほり出してあった.

第11図舟⑰f.舳DoT0Yと牛来さん醐琶(GDP)

アカデミｰ準会員火山学ペトロパブロフスクのInstitute

ofVo1cano1ogy所長.英語が弓まい.�
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界有数の火山研究所でA一地質学･火山学B一地球

物理学C一地熱学･地球化学の3部門がある(第11図).

Aには5研究室カミありY.M.AB咽IK0の海底火山研究

室は有名である.Bには5研究室がありその一つに

P.I.TOK畑EYの地震火山予知研究室があり1975-6

のTo1bachik火山の噴火予知で名をあげた.Cにも4

研究室がある･研究所は総員538名内科学者約130名

である.

別表をなカ…めるとわかるようにこれらの科学研究機

関の重要なポストはほとんど地学関係者が占めている.

FarEastScienceCenterのdirectOrは有名な地質学

者N.A.S亘ImであるしKamchatkaのInst.Vo1-

cano1ogyやKhabarovskの1Inst.TectonicsandGeo.

physicsのdirectorはいうにおよぱずSakha1inの総

合研究所長も地質学者つい先目までSHIL0が所長をし

ていたMacadanの総合研究所長も後任がどうなった

か知らないカミ地質学者があとをおそったのではなかろ

うか.とにかくこの国とくに極東での地学のしめる

地位の高さが推定されるところである.

中央と地方

私たちはソ連極東の地学関係者とはとかく接触

がうすい･ソ連地学者でよく来日したり国際会議で

顔をあわせたりする人はモスクワ関係が多い.極東

の機関にいてもprof.SHIL0とやpro壬.FED0T0Yなど

よく出てくる人達がいる.しかしこれらの人たちは

それぞれアカデミｰ会員とか準会員とかで極東にいて

も中央の人なのである.国際交流に中央の人が活躍す

るのは避地問題ではなくてソ連カミヨｰロッパ型の中

年社会だからかもしれない.ソ連では中年や初老がカ

をもっていて若者はそのかげにかくれがちである.

日本やアメリカの若者が猛烈底いきおいて年寄をおしの

けて発言しているところをみたらソ連の若者は肝をつ

ぶすだろう.モスクワがソ連を代表する傾向があるの

は中年以後の実力者がとかく中央に集中しやすいとい

う意味での中央集権の結果かもしれない.

学風にも中央と地方があるようにみえる.1976年の

目ソシンポジウムではさすがに極東の地学者が主役だ

った.彼等の指導者層は公然といっていた.“Anti･

p1ateisours1ogan".P1ateにのろうものならはじき

出されそうであった･ところが今春東京で開かれた

GeodynamicPrOjectの国際集会にきたソ連中央の人に

は海洋底拡大論者がいた.モスクワでは少数派では

ないという･中央と地方と自由度がちがうのか国際

社会への開かれ方のちがいなのかまた日ソシンポジ

ウムで奇異に感じたことの一つはトップクラスをのぞ

くと極東の四大研究機関の地学者たちの横のつながり

はきわめてわるいらしいことである.食事やレセプシ

ョンでも機関毎にかたまっていた.理由の一つになり

そうなのはわかる.ソ連には単一の“地質学会"がな

い.極東だけの地方学会もない.そういう“横わり"

の機能はモスクワのアカデミｰ炉はたす.アカデミｰ

はそれぞれのテｰマプロジェクト毎に委員会を組織す

る.だから“横わり"の組織があるといっても本来

“たてわり"なのである.研究体制においても中央集

権的というべき国なのであろうか.

～地質調査所の出版物～

･地質調査所月報第29巻第4号

FUJII,N.,Smo,S.andKUEIYム皿,M.:AnOut1ineof

�����������楮��渮

宇野沢昭:福井県小浜平野の第四紀層の1℃年代と花粉分析

結果について

屋崎次男:三重県四目市市における地下水位の観測結果

地質調査所編集委員会:国際単位系(SI)について

岸本文男訳:1975年カムチャッカ半爵トルバチｰク火山噴火

関係論文(5編)

･地質調査所月報第29巻第5号

Yos亙II,M1:GeologyandManganeseDepositsofthe

K㎜oheArea,Nor出KitakamiMomtains.

東元定雄･佐田公好:山口県東部に分布する玖珂層鮮中の含

紡錘虫石灰岩礫岩について

研究発表会講演要旨

･地質調査所月報第29巻第6号

牧真一･永固松三:島根県下の新第三系堆積岩中の有機物

について

渡辺障夫･坂本正夫･湯浅真人･片田正人:長野県南部遠山

地方秩父帯の三畳紀緑色岩中のケルスｰト閃石

寺島滋:原子吸光法によるマンガンノジュｰル中のMn,

䙥�甬��漬��測卩����本��

K,Ti,Srの定量

石山間珍:津軽平野の湖沼群に生息する貝類とその環境につ

レ､て

100万分の1日本地質図編纂委員会:100万分の1日本地質図

(第2版)編さんに関する若干の覚え書�


